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【PSIM Ver.9.2.1⇒Ver.9.3.2 へのバージョンアップ内容】 

No. 変更の種類 変更箇所 説明 

1 
新しい 

オプション機能 

Motor Control 

Design Suite 

新機能の「Motor Control Design Suite」が追加されました。 

Motor Control Design Suite は、ユーザが最上位のシステム仕様を

決定するだけで、モータ制御を含む完成されたモータ駆動システムの

シミュレーションモデルを生成します。 

Motor Control Design Suite を使用することにより、非常に手軽にモ

ータ駆動システムの設計をする事が可能になります。 

制御回路はシステム単位で設計することができ、様々なサンプリン

グ周波数で動作させること(例えば、内側の電流ループは早いサンプ

リング周波数で動作させ、外側の速度制御ループは遅いサンプリン

グ周波数で動作させるなど)が可能です。 

デザインテンプレートは、誘導機用、IPM 用、SPM 用の 3 つが提供

されます。 

2 機能追加 HEV Design Suite 

HEV Design Suite の以前のバージョンでは、線形 IPM のみがサ

ポートされていましたが、本バージョンからは非線形 IPM もサポートさ

れます。非線形 IPM においては、インダクタンス及び逆起電力定数

は、モータ電流の関数になります。 

HEV Design Suite を使用することにより、非常に手軽にHEV

パワートレインシステムの設計をする事が可能になります。 

制御回路はシステム単位で設計する事ができ、様々なサン

プリング周波数で動作させることが可能です。 
デザインテンプレートは、非線形 IPM用のシリーズ/パラレルHEV、

PHEV、HEV 用駆動モータ、HEV 用発電機の 4 つが追加されました。 

3 新ブロック追加 

最大トルク制御 

ブロック 

(非線形IPM) 

Motor Drive Module に非線形 IPM 用の最大トルク制御（MTPA）ブ

ロックが追加されました。 

このブロックは、電流指令値の振幅、出力トルクの方向、インダクタ

ンスと固定子の磁束鎖交数に基づいて、電流制御ループの Id と Iqの

電流指令値を自動的に計算します。 

4 新ブロック追加 

弱め磁束制御 

ブロック 

(非線形IPM) 

Motor Drive Module に非線形 IPM 用の弱め磁束制御ブロックが追

加されました。 

このブロックは、電流基底振幅、直流バス電圧、速度フィードバック

値、出力トルクの方向、インダクタンスと固定子の磁束鎖交数に基づ

いて、弱め磁束制御時のd軸およびq軸電流制御ループの電流指令

値を自動的に計算します。 

5 新ブロック追加 

弱め磁束制御 

ブロック 

(SPM) 

Motor Drive Module に SPM 用の弱め磁束制御ブロックが追加され

ました。 

このブロックは、電流基底振幅、直流バス電圧、速度フィードバック

値に基づいて弱め磁束制御時のd軸およびq軸電流制御ループの電

流指令値を自動的に計算します。 

6 新ブロック追加 

弱め磁束制御 

ブロック 

 (誘導機) 

Motor Drive Module に線形誘導機用の弱め磁束制御ブロックはが

追加されました。 

このブロックは、直流バス電圧と固定子周波数に基づいて、弱め磁

束制御時の d軸電流制御ループの指令値を自動的に計算します。 
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No. 変更の種類 変更箇所 説明 

7 
新しい 

オプション機能 

F2803x 

Hardware Target 

SimCoder の Hardware Target に TI 社製固定小数点 DSP の

F2803x シリーズが追加されました。このターゲットを使用することによ

り、ユーザは固定小数点演算の制御アルゴリズムの実装と F2803x シ

リーズの DSP（F28035 など）向けの C コードを生成することが可能に

なります。 

また、PSIM 上で固定小数点のスケーリングをチェックし調整するこ

とが可能になっています。シミュレーションをとおして、PSIM は変数が

数値限界に近いまたはオーバーフローしていることを識別することが

可能になっており、変数のスケーリングの適切な調整を行うためのプ

ロンプトをユーザに表示します。 

8 新ブロック追加 TI DMC Library 

SimCoderにてTI社のデジタルモーター制御ライブラリがサポートさ

れました。 

このライブラリは、PSIMの回路図内に用いてシミュレーションするこ

とが可能で、ライブラリブロックをコード生成する際には TI 社のコード

をそのまま使用します。この機能はコードの効率を高めるのに役立ち

ます。 

9 新機能 

サブ回路の 

Hardware Target用 

Cコード生成 

SimCoder の以前のバージョンでは、Hardware Target が無い状態

でサブ回路からCコードを生成する場合はシミュレーション用のコード

のみが生成可能でしたが、本バージョンからは、固定小数点または浮

動小数点の C コードも生成が可能になり、それぞれの Hardware 

Target 用の C コードの中にコピー＆ペーストする事が出来るようにな

りました。既に記述されたコードを持っているけれども、制御用のコー

ドを更新したい場合に便利です。 

制御アルゴリズムは、PSIM 上で動作検証や C コードの生成を行う

事が出来ます。また、PSIMから生成されたCコードとユーザが手で記

述した C コードを組み合わせることも出来ます。 

10 新機能 
EMI規格の表示 

(Simview) 

Simview 上で一般的な EMI 規格、例えば FCC の class A および

class B、CISPR 25、MIL-STD-461 等を、シミュレーション結果の高調

波成分が、EMI 規格を満たすまたは超える場合に確認出来るように、

シミュレーション結果の波形に重ねてプロットすることが可能になりま

した。 

11 新ブロック追加 
マルチプレクサ、 

デジタル積分器 

PSIM本体に 4入力1制御入力のマルチプレクサ、8入力 1制御入

力マルチプレクサが追加されました。 

Digital Control Module に内部リミット付き積分器が追加されまし

た。 

12 機能改善 Cコード生成対応 

SimCoder による C コード生成に、最大/最小機能ブロック、空間ベ

クトルPWMブロック、丸めブロック、デジタルPIコントローラ、デジタル

1 次ローパスフィルタ、Design Suite 用の制御ブロックが対応しまし

た。 

13 機能改善 
アンチワインド 

アップ制御 

SimCoderの以前のバージョンでは、デジタル積分器の出力にリミッ

タを有する回路をコード生成した場合に、アンチワインドアップ制御が

実装されていませんでした。本バージョンでは、アンチワインドアップ

制御が実装され、出力値が制限値に達すると、積分器は積分を停止

します。 

14 機能改善 非線形PMSM 

Motor Drive Module の非線形 PMSM の以前バージョンでは、Ld と

Lqのテーブルは4象限全てをテーブルにする必要がありました。本バ

ージョンでは、象限を対称と仮定し、Id と Iqに対するLdと Lqのテーブ

ルは第 1 象限のみを、Im とθに対する Ld と Lq のテーブルは第 1 象

限と第 2 象限(0°<θ<180°)のみを入力するように変更しました。 

15 機能改善 
1次元ルックアップ 

テーブル 

以前のバージョンでは、ルックアップテーブルの入力値が非常に長

い場合、ロードに時間がかかっていました。本バージョンでは、ルック

アップテーブルの入力値のサイズが 500KB を超えている場合、「ルッ

クアップテーブル（外部ファイル）」を使用しなければならない様に変

更しました。 
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No. 変更の種類 変更箇所 説明 

16 不具合修正 

Solar Module  

(physical model) 

ツール 

Utilities の Solar Module (physical model)ツールで、計算された

Rs と ISC0の値が0.01未満である場合、値が0と表示されて I-Vカー

ブを生成することが出来ませんでした。 

17 不具合修正 サイリスタ 
サイリスタブロックにおいて、サイリスタの最小導通電流(Holding 

Current)の値が誤ってオン抵抗の値として使用されていました。 

18 不具合修正 SAVE/LOAD機能 
回路内に非線形の素子が含まれている場合、シミュレーションの

SAVE/ LOAD 機能が正しく動作しませんでした。 
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ご注意 
1.  本資料に記載された製品の仕様は、予告なく変更することがあります。 

2.  本資料の内容については、万全を期しておりますが、万一ご不明な点などがありました

ら、弊社までお申しつけください。 

3.  本資料に記載された情報に起因する損害または特許権その他権利の侵害に関して

は、弊社は一切の責任を負いません。 

4.  本資料によって第三者または弊社の特許権その他権利の実施権を許諾するものでは

ありません。 

5.  弊社の書面許諾なく、本資料の一部または全部を無断で複製することを固くお断りしま

す。 

6.  本資料に記載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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